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謹賀新年
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天
丈
同
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會

議
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年一十正大學交天
大
正
十
一
年
は
、
火
墨
の
接
電
な
以
っ
て
紀
念
す
べ
累
年
で
あ
ろ
。
　
但
し
、
　
接
近
の
距
離
か
ら
去
へ
ば
今
隼
よ
り
に
明
後
隼

（
大
正
十
三
年
）
の
方
が
近
く
寧
ろ
の
で
め
う
が
、
其
の
差
ば
僅
か
で
あ
る
か
ら
、
今
年
の
火
星
學
界
が
活
躍
す
べ
き
に
言
ふ
々

待
た
な
い
。
一
月
に
一
遇
年
の
時
に
於
い
て
さ
へ
㌔
、
箪
の
晶
ル
老
噛
ピ
ケ
リ
ン
グ
翔
教
授
酔
守
h
ほ
、
大
シ
ル
チ
ス
附
…
近
に
、
大
山
風
の
趨
っ

た
こ
ε
な
逸
早
く
獲
干
し
て
世
界
層
驚
か
し
た
。
今
年
の
衝
は
六
月
＋
日
で
・
見
え
ろ
位
置
ば
南
天
ス
コ
ル
ビ
ナ
星
座
の
近
傍

で
あ
ろ
か
ら
、
例
に
よ
っ
て
、
北
牛
球
の
高
緯
度
に
在
る
鰍
羅
巴
の
側
辺
者
た
ち
に
は
、
低
く
過
ぎ
て
御
氣
の
毒
で
あ
ろ
が
、

来
國
や
、
印
度
、
ア
フ
リ
カ
あ
た
り
の
入
々
に
は
・
天
氣
さ
へ
好
け
れ
ば
、
量
り
心
配
な
く
親
臨
が
禺
來
や
う
し
、
殊
に
南
米

の
諸
天
丈
量
ば
、
絶
好
の
位
置
な
占
め
て
み
る
か
ら
・
彼
れ
等
の
大
活
動
は
輩
に
想
像
す
る
だ
け
で
も
吾
人
の
血
な
湧
か
ぜ
る

に
足
矧
る
ー
ー
し
か
し
我
が
日
本
の
位
概
も
火
星
の
た
め
に
ば
決
し
て
失
望
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
丙
地
に
於
い
て
さ
へ
も

地
卒
線
の
障
害
が
な
け
れ
ば
、
五
六
月
頃
は
、
毎
夜
優
に
六
時
間
の
蓮
績
観
測
為
て
ろ
こ
ご
が
出
門
る
の
は
、
歓
羅
巴
の
同
勢
者

に
翻
し
て
、
ま
こ
ε
に
誇
う
に
足
う
も
の
で
あ
ろ
。
吾
人
は
此
の
際
、
大
き
な
望
遠
鏡
が
無
い
な
。
ε
＼
泣
き
言
な
言
ひ
た
く
な
い
。

京
都
の
七
吋
、
東
京
の
八
吋
、
大
津
の
大
野
牛
に
三
百
倍
以
上
の
倍
寧
た
か
け
う
な
ら
ば
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
の
十
一
吋
ε
相
麿

じ
て
、
怨
耐
ε
熟
練
に
よ
り
、
火
星
の
開
拓
的
研
究
に
若
千
の
貢
獄
を
な
す
こ
ε
が
出
來
る
ε
深
く
信
ず
る
も
の
で
あ
ろ
。
濠

洲
の
諸
天
塞
量
が
振
は
な
い
今
日
・
漱
こ
米
こ
か
ら
・
液
當
な
間
隔
た
持
っ
て
る
ろ
我
が
日
本
の
位
置
に
・
吾
々
が
熱
心
為
以

っ
て
保
護
す
べ
き
義
務
が
あ
る
　
　
世
．
界
的
に
。
（
只
、
願
は
く
に
、
六
月
の
梅
雨
が
吾
入
の
希
望
ん
裏
切
ら
な
い
こ
巴
為
。
）

　
今
黛
の
天
曳
學
界
一
に
於
”
，
け
る
第
二
の
事
件
ば
、
印
度
洋
に
於
け
ろ
、
九
月
二
十
一
日
の
皆
一
既
百
騒
食
で
あ
ろ
。
日
食
ば
今
世
紀

一L

b
、
永
く
日
本
蝶
結
か
ら
は
縁
な
絶
っ
て
る
る
。
幸
ひ
に
（
情
義
の
結
果
）
、
我
國
は
所
謂
南
洋
諸
島
な
管
理
で
る
に
至
っ
た
か

ら
一
九
二
九
年
以
後
に
は
七
度
の
食
た
彼
所
に
於
て
親
ろ
こ
ε
が
出
來
ろ
の
は
、
喜
ば
し
く
な
い
で
ば
な
い
。
し
か
し
謙
っ
て

思
ふ
に
、
日
食
観
測
の
た
め
に
違
征
す
ろ
こ
ヒ
に
、
難
航
至
難
の
昔
に
い
さ
知
ら
す
、
今
日
の
利
便
多
音
時
代
に
は
、
百
千
浬

の
距
離
な
懸
口
に
．
す
べ
き
で
な
い
。
蘇
に
今
回
の
…
叩
度
洋
上
の
彫
目
食
地
は
、
鰍
よ
り
も
、
来
よ
り
も
、
ま
さ
っ
て
我
が
ロ
H
本
か
ら

の
距
離
々
最
も
便
利
ε
す
る
一
・
、
㌧
に
も
亦
、
世
昇
の
た
め
に
果
た
す
．
へ
斗
義
務
が
蕊
口
人
に
残
さ
れ
■
て
あ
ろ
。
薪
賄
城
櫨
…
士
等

が
年
來
高
唱
ぜ
ら
ろ
＼
太
陽
研
究
の
た
め
に
、
反
、
・
時
節
柄
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
問
題
の
解
決
の
掴
め
、
我
が
日
本
の
官
民
有
志

家
が
、
振
っ
て
南
海
に
遠
征
た
試
み
ん
こ
ざ
炬
壁
む
も
の
で
あ
ろ
。

　
今
年
は
、
實
に
新
天
交
學
の
開
写
れ
る
大
ハ
置
シ
置
ル
の
残
後
書
隼
に
相
呈
す
る
。
濁
逸
の
片
田
含
に
育
つ
た
此
の
馬
入
天

丈
家
が
、
天
界
の
瀞
秘
た
知
ら
ん
が
た
め
に
、
熱
情
溢
る
＼
研
究
ε
努
力
は
、
先
づ
天
王
星
の
獲
見
に
成
功
し
数
で
重
星
に
、

攣
光
星
に
、
或
は
太
陽
響
動
に
・
避
雷
幕
電
に
・
あ
ら
ゆ
る
新
學
な
開
拓
し
・
「
星
其
れ
自
身
為
研
究
」
し
た
偉
業
に
・
百
年
後

の
今
日
、
既
に
充
書
報
ゐ
ら
れ
て
、
．
吾
々
の
宇
雷
親
筆
確
立
し
た
。
今
日
の
官
界
た
顧
み
る
時
、
腎
入
は
ハ
ー
シ
エ
ル
の
達
恨

に
く
り
か
へ
し
謝
す
べ
き
で
あ
ろ
。
，
　
今
年
の
紀
念
こ
し
て
・
吾
々
に
｝
素
人
孟
専
問
家
の
別
な
く
、
皆
ひ
ε
し
く
、
此
の

際
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
入
ぞ
」
學
ご
為
研
究
し
て
・
大
に
學
ぶ
所
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
天
界
」
は
第
二
巻
八
月
號
為
期
し
て
紀
念
號

ε
な
し
、
此
の
大
偉
人
の
効
率
為
表
は
し
・
躯
れ
て
・
子
ハ
ー
シ
ェ
ル
（
賄
卑
に
實
に
其
の
殿
後
正
に
五
＋
年
で
あ
っ
た
）
及
び
・

娠
ハ
ー
シ
ェ
ル
な
も
學
ば
ん
査
定
で
あ
ろ
。
（
山
本
生
）


